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平成２５年１２月２５日 当院院内保育園「たるっ子」にて、クリ

スマス会を行いました。突然のサンタクロースの訪問に園児たちは

大はしゃぎ！園児たちはサンタクロースにするどい質問を投げかけ

サンタクロースもたじたじでした。 
 



２０１４年度年頭所感 
 

明けましておめでとうございます。職員の皆様におかれまして

は、ご家族の皆様とともに健やかに佳い年をお迎えのことと心か

らお慶び申し上げます。 

 

今年は、２年に一度の診療報酬改定の年です。昨年暮れに全体

で 0.1％増、消費税増税 3％の補填分 1.36％を含んでいるので

実質 1.26％の減となります。また、急性期病院の基準が厳格と

なり病床数削減となるようです。当院は地域に根差した急性期病

院としての役割を果たし、かつ診療科、看護部、診療技術部の充

実を図り当院の今後進むべき方向性を確認しながら今年一年運営していきたいと思います。

今後詳しい内容が決まっていくことと思いますが当院においては厳しい状況となることが

予想されます。 

また、１２月には小樽市立病院開院（名称変更になりますが職員だけのアンケートによ

り決定したそうです）となり、掖済会病院の新築工事も本格化してきます。当院でも先日、

食堂のリフレッシュを行いました。働きやすい環境を整えつつ、当院の置かれている環境

は厳しいものがありますが、問題点を整理、解決し全職員一丸となって乗り切っていきた

いと思います。 

 

 世の中は、アベノミクスで主に大企業、輸出産業を中心に業績が回復しつつあり、何と

か日本全体の回復につなげるべく努力しています。当院は、患者様に寄り添い、良質で心

のかよった優しい医療を提供しながら地域一番の病院を目指していきたいと思います。今

年は午年なので必ず「うま」くいくと信じてやっていく所存ですのでご協力よろしくお願

いします。 

 

最後になりますが、新しい年が皆様にとって希望に満ちた明るい年とな

るよう祈念しつつ、年頭のあいさつとします。 

 

小樽病院としての理念・基本方針について 

  ―理念― 

    ＊私たちの病院は患者様を笑顔でむかえ、笑顔でおくれる医療を提供します。 

    ＊患者様と向き合いながら、良質で心の通った優しい医療を目指します。 

  ―基本方針― 

    ＊患者様の権利を尊重し、信頼される医療を提供します。 

    ＊誠実さと思いやりの心を持って安心できる医療を提供します。 

    ＊医療知識、技術の向上に努め、質の高い医療を提供します。 

    ＊地域医療機関との連携を図り、急性期病院としての役割を果たします。 



 

第 21 回 小樽協会病院地域連携シンポジウムを開催しました 

平成 26 年 1 月 27 日（月曜日）小樽協会病院２階講堂にて、当院外科呼吸外科医による

講演を行いました。市内の医療機関からご紹介いただいた患者様の症例で、 

  

石川 慶大医師より 

「化学療法著効後に左上葉切除術を施行した高齢者 cN3 肺腺癌の１例」 

田畑 佑希子医師より 

  「大腸ステント留置後に結腸切除術を施行したイレウス併発下行結腸癌の 1 例」 

 

の発表がありました。講演の最後には、最新の大

腸用ステントについて、動画による説明もありまし

た。市内各医院の先生達や当院医師から質問も飛び

交い、充実したシンポジウムになりました。ご参加

いただいた各医院の先生達に感謝いたします。 

次回は 26 年 5 月～6 月を予定しております。 

 

 

平成 26 年 4 月より、整形外科に常勤医師が配属される事が決りました。 

詳細は、確認でき次第お知らせ致します。 

 

今年はＡ香港型と H1N1（2009）型と呼ばれる 2 種類のＡ型に加えてＢ型も山

形株とビクトリア株の 2 種類が流行っていると言われています。ワクチンを打ってい

てもインフルエンザに感染する職員も散見されますしタミフル耐性のウイルスも出

現しています。当院では 2月末でもインフルエンザ感染患者数はまだピークには達

していません。これからまだ患者数が増えるのか？いつまで流行が続くのか？はま

だ分かりません。マスクと手指衛生が感染症から自分を守ってくれる第 1 歩です。

十分ご注意下さい。 

連携室だより 第 7号



 

 

 

本年 1 月 8 日より駐車場の機械システムが開始されまし

た。これにより利用時間の延長、出庫の２４時間化が図られ、

いっそう便利になったと思われます。なお、利用するにあた

りいくつかのお知らせがあります 

 

 

 

営業時間：午前七時から午後九時まで(出庫は２４時間可能) 
 

駐車料金：外来患者 五時間まで 100 円 以降 １時間 100 円 

     お見舞い 二時間まで 100 円 以降 １時間 100 円 

     一  般 一時間まで 400 円 以降 １時間 400 円 
 
 
 

 カードを紛失した場合、駐車料金は 3000 円のお支払いになります。 

 外来患者様は会計で、お見舞いの方は病棟ナースステーションで駐車券を提示して頂

き「認印」を受けてください。 

 出庫する際は院内１階玄関ロビーの事前精算機の使用が可能です。 

 事前精算機では、二千円札、五千円札、一万円札が使用可能で

す。(外の精算機は千円札のみ使用可能です) 

 午後八時（正面玄関施錠後）より、１階ロビーの照明も消され

ますので事前精算機が見えにくくなります。この時間以降に駐

車場を利用している方へのご案内はこれらを考慮してお願いい

たします。 

 事前精算後は、３０分以内に出庫してください。 

 

 

質問や疑問等がありましたら、当院総務課にご連絡ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院駐車場の機械システムが開始しました 

 

玄関ロビーの事前精算機 

編集後記 

最近、やっと気温も上がり雪解けの季節到来、と思っていた矢先に大雪。もう雪かきをしなくてもいいと思

っていただけに疲れも倍増です。先日、仙台に行く機会があり（仙台空港と仙台市内を往復しただけでしたが）

電車に乗っていると街はすっかりきれいになっていて壊れた建物や瓦礫などはどこにもありません。仙台空港

もあの日、波に飲み込まれていく映像が報道され覚えていたのですが、何の痕跡もありませんでした。でも線

路沿いにはまだ仮設住宅と思われる建物が多く見られ、 

三年たった今もまだまだ不自由な暮らしをしている 

方々がいるのだと感じました。時間が経過すればど 

うしても記憶から薄れてしまいがちですが、これか 

らも皆さんで応援していこうではありませんか。(渡辺) 
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